
昭和41年度日本気象学会秋季大会

研究発表会をかえりみて

　本年度の秋季大会は10月1日，2日，3日の3目間，北海道大学で開催された．研究発表会のreviewを

座長会議の賛同を得て書いていただいたので，本誌13巻8号に掲載されている講演要旨または予稿集と併読

していただきたい』なお，日本海側の豪雪に関するシソポジウムの要旨は次号に掲載を予定している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講演企画委員会）

〔測器・応用気象・力学〕

　第1会場第1日午前の部のreviewは原稿の到着が遅

れたため，本号407頁に掲載した．

〔気象力学〕

　今回は気象力学関係に充実した論文発表が多く大変面

白かった．

　宇加治一雄は側面が透明な対流槽を作り，Rayleigh

対流の細胞数と熱輸送量間の関係を調べた．細胞数は

Rayleigh数を大きくすると増加して行く傾向はある

が，同一Rayleigh数に対していろいろな値をとり，一

方熱輸送量（Nusselt数）は細胞数によらずRayleigh

数のみに依存している．この臨界数以上での細胞数（或

いは細胞の大きさ）が，臨界Rayleigh数障おける固有

の値とどういう関係にあるのが知りたかった．

　瓜生道也は水平温度差を与えた回転水槽実験で，波数

や波形が周期的に変化する現象（Fultzのいうvacilla－

tion）について熱輸送量の測定を行った．第一の例は波

数は3で変らないが，波の振幅が変動する場合，第二例

は波数，振幅共変動する場合で，何れの場合も熱輸送量

は数分（回転水槽の一回転を一日と呼べば数百日）の周

期で変化をくりかえす．更に第一の型のvacillationに

ついてはその周期がTaylor数に対して1inearに減少

することも示され，この興味ある現象の分析に一歩を進

めた．この二つの研究は九大沢田研究室の仕事である

が，気象学会にこのような基礎的な流体実験の報告が行

われるようになつたことは歓迎すべきことと思う．

　岸保・吉田・町田の研究は吉田によつて発表された．

これは力学モデルに対流群を繰み入れようとする試みの

第一歩として興味あるものであった．はじめに静止大気

中に単一波長のじょう乱を与え，上方への熱輸送に伴う

成層の安定化を示した後，3個の波を与えて対流間の相
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互作用が扱われた．このときは最短波長のものがまず発

達し，他の波を抑止する．更に湿潤不安定な一般場を考

慮したとき，凝結による熱によって弱い低気圧が発生す

ることを示した．ここでは対流から一般場へのfeed

backのみが扱われたが，今後更に何が対流のスケール

を決めるか等一般場による対流の統計的記述の面も進め

て下さることを期待したい．

　山岬正紀は大山，Chamey－Eliassen，小倉等によって

発展させられた凝結熱放出をパラメーター化した台風そ

デルを更に発展させ，従来同時に仮定されていた傾度風

バランス，摩擦境界層の扱い方を分析し直して，バラン

スの仮定なしに台風の発達をプリミティブ方程式系で再

現することに成功した．これは台風の数値実験として世

界的に最も進んだものといえる．今後更にrealisticな

台風モデルとして完成して行くことと，より根本的に熱

放出のパラメーター化の基礎研究に進むことを希望す

る．これは岸保らの試みと共に気象力学当面の重要課題

の一つに挑戦することであり，太平洋会議で発表された

浅井一笠原の研究で知られるように各国でとりあげられ

る気運にある．

　次に台風の非対称性に関連して二つの研究発表があっ

た．湯口怜は非対称性をもつ台風が変形せずに一般流中

を移動すると仮定した際に，非対称性によって移動速度

にどのような影響が現われるかと調べた．更にこのよう

な非対称性の成り立ちについて調べたらもっと面白くな

るのではないか．

　吉住禎夫は台風内の風速分布の非対称性が何故生ずる

かを論じた．台風と共に移動する座標系で運動方程式を

扱い，摩擦境界層内での風速分布を求め，実測とよく似

た非対称的分布を得た．こたは結局移動速度だけの非対

称性を摩擦で変形をさせたものであるが，実際の台風で

は変圧風的な作用も大きいのではなかろうか．

　一艀的に云って以上の六つの発表はどれも個性があっ

、天気”13．11．



昭和41年度日本気象学会秋季大会研究発表をかえりみて

て型にほまらないすぐれたものであったし，大学院学生

のものも多くそれだけでも心強いことである．しかし聴

衆からの討論は必ずしも充分で准期っわ．私は学会は議

論するためのみにあると考えてy・る．もっと素朴な質

間や，乱暴な批評がなければ学余ば活濃になわないので

はないだろうか．また講演された研究は必ず学会誌に発

表されることを希望する．Faねdayは研究の基本的条件

として　1）始めること，2）完成すること，3）印刷す

ること，と言ったそうであるが，我学会では1）のみ多

し、ようである．現代では，一1）始めること，2）完成する

こと，3）大ににぶつこと，4ン印刷することが大切で，

3）と4）はいくら強調してもしすぎ為ことはないであ

ろう．　（柳井迫雄）

　気象学会の講演もその内容が年々微に入り細をうがっ

た精密な研究が多くなって専門的になることが感ぜられ

る．この傾向は喜ぶべきことである．しかしその反面印

刷された論文からは理解できる事でも講演となると講演

時間の制限によって細い事を省いたり，大切な事でも専

門家には自明と思われる事を略したりするためによく理

解できぬ事が多い．以下，書く事も以上め理由で私個人

の印象記になってしまったようである．

　竹内氏（気象研予報）の低気圧の理論的研究は数年前

より続いたもので，今回は特に地表附近の1000mb面

の発散が低気圧発達に重要であ為ことを示した・

　しかし問題点はこの面で地衡風近似を仮定したことで1

これは今後改良されるであろう．とにかくこの研究が集

大成されることを望む．

　栗原氏（気象研予報）と増田氏（気象庁電計）の大気

大循環ゐ数値実験に関する報告は共に基礎的なもので今

後の研究を予測させるものである．栗原氏はモデルにつ

炉て報告したが，実際の計算は今後に待つことになる

が，かなりの量の計算であるだけに早急には結果は期待

できないであろう．増田氏は計算方式の改良に関する事

であるが，今後も多くの改良が必要と思われるだけにこ

の方面の研究は容易でないことがうかがわれる．

　柳井，新田両氏（東大）の偏東波の発達の解析報告は

柳井氏が数年前に行なったものの新らしいデーターによ

る再検討で，新らしい解析法を提案している．これも今

後に期待すべき報告である．

　丸山，柳井両氏（東大）は赤道太平洋上の成層圏の下

部に数日の周期の擾乱をみつけた事を報告した．恐らく

新発見の事実と思われ，成層圏の下部に西風の領域があ

り，これが数日の周期で規則正しく変化して，低層に伝

1966年11月
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わるようである．これは興味ある現象で今後この現象に

関する研究が多くなるであろうと思われる．

　1日目の最後は広田氏（東大）のPolar　vortexの崩

壊についてである．著者はpolar　vort堅は完全な円形

でないために順圧不安定の形で崩壊すると考えて己に報

告したが，今回は数値実験についての報告であある．こ

の渦に小さな擾乱を加えてその擾乱の発達を調べ牟もの

で前研究の裏づけに相当するものである．　（大西外史）

〔長期予報・気候〕

　今回の発表は9篇，大きく見て気候変動に関するもの

と，太陽活動と大気循環に関するものに大別出来る．

　まず気候変動について見ると，田中甫（防衛庁）は極

値統計の手法を用い，東京の気温を1876～1919年と1916

ん1955年の2期に分けてみると，後期の温暖化，ことに

夏期気温の上昇が著しいこと，を示した．年間の最高気

温，最低気温の差の解析から，気候の大陸化が認められ

るとしたが，これには都市気候の影響，観測点の移動な

どが考慮さるべきであろう．本論文の本旨はむしろ極値

統計の取扱いにあり，温度極値が二重指数分布によく適

合することが示された．

　鈴木栄一（気研）は，本邦64地点（1900年以前からの

資料のあるところ）の降水量のトレンド解析を行った．

方法は順位相関法と1次～4次の多項式のあてはめによ

るものである．年降水量，月降水量にとどまらず，原因

別（梅雨，台風，前線低気圧）に解析し，これら地域分

布にいくつかの特長のあることを示した．多項式のあて

はめによる各項の持つ総観的意義についてはふれていな

いが，なるべくはやく本論文が印刷され総観気象をやっ

ている人の目にふれることを望むものである．

　同’じ鈴木によって示された本邦の降水量から見た気候

区分の問題は，各種統計量を用いた丹念な解析結果で，

この種のものとしては，現在これ以上のものは望めない

だろう．

　本邦の気候変動を論ずるとき，明治初年からの有資料

時代以前，すなわち，慶応から明治はじめにかけての気

候がどうであったかは興味深い．山本武夫（山口大）

は，嵯峨実愛の日記を中心に，この時代の気候に対し，

気象史的考察を加え，同時代が暖冬・冷夏の継起した天

候型に支配されたことを示した．これに引続き，同じく

山本は，日本の気候変動における暖冬冷夏の対応をとり

あげ，これらが北半球的な循環特長と一致することをの

べたが，これらは10年程度の平均に伴う特長であること
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付記する．

　気候変動とは少し趣きを異にするが，正村（名古屋

市）は，気候変動の120年周期に関連し，大地震，火山

，の噴火にも120年周期のあることを論じ，1967～1970年

が危険期にあることを指摘した．異色作である．

　つぎに太陽活動と大気循環の関係であるが，太陽活動

と一口にいっても，微粒子部分によるもの，短波長部分

の影響がある．須田滝雄、（気象大）は，これらを意識し

たうえで，黒点と気圧傾度の変化を各種の周期に分け，

その意味づけを行おうとした．何分にも内容が豊富で，

15分間では発表し切れなかったのは残念である．前回の

論文に続き，はやく印刷物にして戴きたい．

　太陽活動のインデックスには黒点のほかに地磁気の

変動に注目する方法がある．高橋浩一郎（気研）は，

Cintと北半球各地と年降水量，気圧，気温の相関を求

め，活動が盛んなときは，極と赤道地方で降水量が増

し，中緯度では減少する．気圧も降水とほぼ似た分布を

示すが，気温はかなり違った分布をしており，降水や気

圧とは違った機構が働いているらし．いことを示した．前

記須田の論文と共に，この分野でも，もっと層の厚い研

究が望まれる．

　異常気象とは何か？　或る気象要素の度数分布を考え

たとき，上位あるいは下位の，5％とか10％とかが，普

通異常気象と考えられる．もしそれが前もって予想出来

る場合には異常気象と考えなくてもよいかも知れない？

長尾隆（気象大）は，このような命題に正面からとり組

み，その取扱いを論じた．思考的に私にはまだしゃく然

としないが，仲々意欲的な研究である．　（柏原辰吉）

〔放射能・大気汚染・気象衛星〕

　第1会場第3日午前のreviewは原稿の到着が遅れた

ので，本誌407頁に掲載した．

〔総観気象〕

　第3日目午後前半に発表された論文は，総観的スケー

ルのパターンに付随した，熱帯地方の積乱雲，本邦付近

のメゾ高気圧やメゾ低気圧に伴う現象およびテキサスの

上層低気圧に伴うメゾ的な天気分布の解析であった．こ

れらは地方予報にとって極めて重要な問題であるが，レ

ーダーなどまだ現象の本質をずばり解明する観測態勢を

持たぬ我が国では，大まかな推論がくり返されている段

階にあり，誠に残念である．

　無航空写真による熱帯性積乱雲の解析”（周，孫野）

1965年10月，孫野がマラヤのコタバル付近て撮影した雄

大な積乱雲の写真解析によると・積乱雲の雲頂や雲底付

近の雲嫉夫々その高度の気流に流されているが，積乱雲

の付近では，高度5粁位の雲が積乱雲に吸いよせられて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オいた。六規模な対流現象がおこると，その周辺で嫉対流

圏中層までも，その影響があるようである．

　　黙伊勢湾口付近の春の濃霧”　（落合）

最近1C年の資粁かう伊勢湾口付近に発生する濃霧の特性

を調べた．濃霧の発生時には局地的な前線が停滞しゃす

い．その原因として，、移動性高気圧の後面で，中部地方

に滞留する局地的な高気圧から流出す寒気が伊勢湾に達

する上・伊勢湾口には著しい水温傾度が存在するため，・

天気図に表現されにくい局地的な前線の発生があげられ

る濃霧の濃度は・北風によって運ばれる伊勢湾欄の

工業地帯の煤煙によって支配される．

　、冬季紀伊水道で発生する副低気圧〃（中島）瀬戸

内海は・中国，四国の両山脈に境されるため，冬季西高

東低の気圧配置がゆるむと，揺磨灘以西では寒気が滞留

して，メ，ゾ高気圧が持続し濃霧が発生する．また，底気

圧が日本海を通ると，紀伊水道から強い南西風が入るた

め，播磨灘以東では気温傾度が著しく大きくなり，水温

傾度も大きなことと相まって，メゾ低気圧が発生しやす

い・この発表は現象的な説明に終始し，定量的に取扱う

資料や理論的な解明もなかったので，討論は発展しなか

った．今後，組織的な観測やプ・ジ』エクトの実施を通じ

て，現象の本質を究明する必要があろう．

　、メゾ低気圧から生長した低気圧〃　（荒川）

　種ケ島レーダーで観測した100粁未満の小低気圧が，

翌日・天気図上で明白な低気圧になった実例．本邦近海

で発生する低気圧の予想のために，従来の総観的な鯉析

のほかに・レーダーの活用が有敷であり，まず，その常

時観測や隣接レーダーの協力態勢の早急な確立を叫びた

い．

　、上層低気圧の構造について”第2報，　（小元）

　冬季の上層低気圧に伴う天気分布の解析で，その多く

は，我々が極東付近の解析で得た知見と似ている．上層

低気圧のstageにもよるが，雲や雨の分布には，閉塞

した低気圧に伴う特性がよくあらわれ，中心の南西には

明瞭なclear　tangが存在し，中心付近では台風眼のよ

うな無降水域があり，台風ほど円対称でないが，明瞭な

spiral　bandが見られるなど，レーダー観測の結果に興

味をひかれた．また，タイロスによると上層低気圧の北

側に・台風の前面に拡るシーラスの吹ぎ出しと似た雲が
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あらわれていた由であるが，上層低気圧の力学的構造期

ら見て，こ、れは閉塞前線に関係するものであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（粕谷光雄）

　r逆転面を伴ったときの山越え気流」　（荒川正一）で

は，，逆転面の下におけ為流れについて・岬を迂回す為場

合を考之て，構幅が変る流路に山があ喬ときの問題とし

て理論的考察を行ったr議論としては・逆転面が風下側

でさがる理由，こめ下っている逆転面を強風が押しあげ

はしないかなどが南った・また・このような気象条件に集

際にはいつどのく，らいの頻度で起りうるのかなどが問題

であるし，日高しも風は分布図や結果のあてはめで具体

的にややわがつたが，羅臼ダシ風についても，どこにど

のように吹くのかを指摘するのが今後の問題であろう．

　次の，「小前線附近の水平回転軸をもゾ？・一ル雲」

（山崎武）は興味ある観測結果の報告であっ た．石狩平

野から吹きだ，した陸風と西側海上からの酉風成分との間

に強い垂直シアーができ，ここに水平回転軸をもつ渦が

形購され・その上昇部に・一ル雲が発生したもの．これ

までの他地域における・一ル雲に関する諸報告と比較し

て，冬の石狩湾の場合のものの特性を明確にしてほし

い．

　r日本付近の成層圏下部における局弛的強風軸につい

て」　（殿村清人）は目本上空のジェットの解析結果を示

した．いくら局地的といってもジェットであるから寿命

時間はかなり長いと思われる．やはり工0日くらいの解析

を示したら，現象がより一層明確になるのではなかろう

か．「成層圏における気温の季節変化の研究（序報）」

（山元竜三郎・川平浩二）では，北半球中緯度の冬の成

層圏では緯度圏平均の気温変化を示すと40。Nで1月に

極大がでる．年によっては12月または2月のこともある

が，とにかく冬に40。Nで極大が出現する事実は極めて

注目されるべきである．今後の問題としては，全地球平

均でなく，大陸上，海洋上にわけて平均をとること，夏

の状態はどうかなどである．

　低緯度大気の解析（W）（飯田睦治郎）は運動量，顕

熱，潜熱の輸送について詳しい計算を行った．しかし，

使用した14観測地点の位置が地球の赤道地域を代表する

ように分布していないため，結論の普遍性に検討すべき

問題が残されていることが指摘された．「上陸した台風

眼附近のセルの動きについて」（元田雄四郎）は，台風

6414の埋積の過程および眼周辺のセルの動きについて，

詳細な観測を行った．そしてセルの動きについていくつ

かの特徴をあげた．今後もこういう観測結果が積み重ね

1966年11月

られてゆくことを希望してやまない．（吉野正敏）

〔雲　物　理〕

螂

　雲物理の午前の講演は降水粒子の成長と分布および運

動・ブラィトバンド・雲中観測雪雲雲型の問題など

の講演が活発に行われた．

　201・過冷却雲における降水粒子（武田喬男）

降水機構の基礎研究として過冷却の附粒子の蝋

および成長をモデル仮定にして数値計算したものであ

り・圃体粒子の成長過程をよダ説明した．ζれは少なく

とも定性的にはよく，今後の発展が望まれる．

　202　層雲性降雨と対流雲性降雨（武田京一）

　降雨の2種類（屠雲性と対流雲性）り判別はブライ｝

バンドを利用してできるが・64！1伶台風時に現れたブラ

ィトバンドの降雨強度がFulksの式を使って説明され

たことを示した・また降雨帯はメソスケール的に弛形の

影響を受けたらしいことを示した．これについては雲の

出来る場所と降る場所との違い（孫野）など，多少疑問

点は残るが・見積りとしてはよい．レーダ｝観測をよく

利用したこの方面の今後の観測が期待きれる．

　203北陸降雪セルの構造について

　　　　（藤原美幸・柳沢善次，青柳二郎，柳瀬利子）

　ドップラーレー7ダーを利用して積雲内の降水粒子の運

動を観測した・そして降雪セルの2～3kmの大きさの

エコーが陸地に入り急速に下降し，下降すれば水平速

度をおとし新らしいpercel　echoが風上にできて古い

peτce1の上にのぼる．このようにして降雪セルが1づの

複合体としてできていることを観測例で示し，降雪セル

の構造をよく示したものとして注目された．

　204　ブライトバンドについて

　　　　（藤原美幸，柳沢善次，青柳二郎，柳瀬利子）

　6604台風前面の前後のドップラ」レーダー観測で得ら

れた粒子の落下速度と反射率のHeight－time　pattemと

過去の雪片の併合の資料を用いてブライトバンドの成因

を説明した．観測結果は速度に強度は必らずしも一致せ

ず，従来の速度の敷果を用いないので反射係数について

は模型実験などの必要があるとは思われるが，ブライト

バンドの生成の1つの説明として注目された．

　205北陸における比較的うすい雲からの降水につ

　いて　　　　　　　　　　　（丸山晴久，北川寿江）

　実際の降水と氷晶核の関係を雲頂温度から調査したも

ので，一12。Cから一15。Cになると降水が断然多くなる

ことが注目された．しかし雲の厚さと風で降水が流され
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る問題もあり，一方自然の氷晶核についての役割との関

連もあって今後の発展が大いに期待される．

　206降雪雲中の降水粒子の観測結果について　（市村

　　　市太郎，成瀬　弘）

　1966年2月DC－3航空機よりアルミ箔とレプリカ法

で降水粒子を観測した．そして雲中観測の結果を利用し

て衝突併合と併合成長を示した．このアルミ箔法は液体

粒子と固体粒子の区別を容易にするが，固体粒子の種類

で正確に分類するのは少し困難である．

　207S．C．sondeによる雪雲の観測（皿）　（田沢誠

　　　一，孫野長治）

　Snow　Crysta，1sondeとU－D（up　and　down）sonde

を連結して雪の結晶と気温湿度の関係を調べNakaya

diagramがよく利用できることを示した．また雪の結晶

数と高度，solid　water　contents と高度の関係を示し

注目された．

　208　S．C．sondeの捕捉率の決定（田沢誠一，孫野

　　　長治）

　20mの建物を利用して実測で捕捉率を決定した．今

後の問題として30～40％変るらしい雪の種類による調査

も必要であろう．

　209雲粒氷晶の飛行機観測（山下晃）

一人工降雨研究観測の一環として行なわれたもので，雲

粒をレプリカ法で，主として観測したものである．そし

て温度と雲突入の関係も示した．前者については捕捉

率，後者についてはthermojunctionに雲粒がつくはず

で，その影響を考えなければならないが，日本では数少

ない航空観測として注目された．

　210絹雲の研究（その2）

　　　　　　　　（八木鶴平，播磨屋敏生，孫野長治）

　211　　　〃　　　　（その3）

　　　　　　　　（　　　　　　〃　　　　　　　）

　その2では2ケ所の固定カメラによって水平垂直分布

を求め風速とその構造上の特徴，移動速度との一致およ

び成長速度を求めた．

　その3では結晶形，氷晶の大きさ及び風のシヤーを仮

定または考慮して落下距離の関係から絹雲の形を決め

た．

　仮定については若干検討の余地はあるが見積りはよろ

しいと思われる．（坂上　務）

　、雲物理〃午後，前半部の座長をつとめたが，休憩時

間までにかなりの余裕をもって予定の講演がすんだこと

からもわかるように，　（関戸，樋口の講演、雪の結晶の
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樹枝状成長にづいて”の取消しのせいもあったが）特に

印象に残る活濃な討論もなく過ぎたように思う．

　山崎，孫野は全天写真，斜め写真を，それらの光学系

を逆に使って投影することにより，その歪を除去する簡

単な方法を示した．すぐれた思いつきと思う』坂上，守

田は自衛隊機P2Vにメテオ・グラフを取付け，雲の内

外の温度湿度を測定し，雲中温度が周囲より高温なこと

もあるという面白い例を示した．飛行機によるこれら基

本的な雲物理量め観測は，いろいろな事情のために我が

国では余りなされていない．それの出来る立場にある人

々の今後の成果と発表に期待したい．村山はヘリコプタ

ーから沃化銀を発煙する簡単な方法を示したが，燃焼温

度の高いことと，ヘリコプターふら発煙しょうとする意

図について疑問が持たれた．

　権田，駒林は春の学会に引続いて希方ス（ヘリウム，

アルゴン）中の氷晶成長にづいて報告した．水飽和で六

角板が広巾六花へと転化する時の大ぎさをとりあげ，水

蒸気拡散係数が大きいヘリウム中では，その時の大きさ

がアルゴン中に比べてより大きいことを示した．しかし

その説明として，結晶の単位面積あたりの水蒸気のnet

伽xが減少して角板から六花の突起を生ずるというのは

多くの人に理解し難いようであった．

　鈴木，孫野は雲粒付雪結晶を偏光によって調べ，比較

的暖い範囲の針，角柱では，凍結した雲粒と母結晶との

結晶軸がほぼ一致しているのに対し，比較的低温での平

板樹枝では一致しない割合の大きい場合があることを示

し，立体樹枝発生の原因と推論した．孫野・李は一20。C

以下の気象条件を雪の結晶形から判断するためには，こ

れらの結晶についての知識が不足していることを指摘

し，いくつかの問題点をあげた．

　丸山・北川は，従来のBig9の砂糖溶液法による氷晶

核測定装置を自動化し，数分程度の間隔で連続して測定

記録が得られるようにした．氷晶核の連続測定をする上

にこれという決め手のない現在，この装置が安定した動

作で，誰にでも使えるようになるま脅，改良を重ねられ

ることを望みたい．（小林禎作）

　午後の後半は核，化学物質に関する講演が行われた．

正野，木村は水滴の凍結に関する実験を行っている際

に，その凍結温度が同じ条件のもとで突然大きな変動を

示した．その原因を理論と実験の両方から追求したがは

っきりした結論をえられなかった．前野は自然の雪結晶

の中に気泡が含まれていることをみいだし，結晶に温度

勾配をあたえると中谷の氷の中の空像と同様な様子を示

穐天気”13．11．
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すこと，長く放置すると空気は氷の中に拡散して気泡が

小さくなり，消えてしまうという面白い現象を示した．

磯野，田中は蒸着法によって沃化銀の微小結晶作成に関

する基礎的な実験で，蒸着条件をかえることによりα一

Agl，β一AgI，γ一Aglをつくることに成功し，電子回折

像によって証明したことは見事だった．三宅，久保田は

降水中の210Pbと210Poを測定した．110Pbは降水量に

関係があるようであり，北陸の雪は濃度が高く特に黄砂

の入った雪水中のその濃度は非常に高いことは興味深

い．また三宅，松葉谷は降水中の重酸素濃度を測定し，

北陸の海岸から内陸に入るに従いその濃度は低下するこ

と，大きなあられは小さいものよりもうすいという興味

ある結果を示した．この原因についてはなお研究を進め

ることが必要と思われる．内田は大きな雲粒には必ずし

も巨大海塩核が含まれていないことを示し，乱流にもと

ずく確率論的成長を示唆したが，これには過飽和度など

の乱れの測定やその他いろいろ問題を含んでいると思わ

れる．

　今回，雲物理関係においては比較的若手の進出がめざ

ましく，今後の活動が期待される．（丸山晴久）

〔メゾ気象（レーダー，降雪）〕

　元田氏の九州，人吉レーダーによる雨量測定結果は精

度が予想より良く注目される結果であった．同レーダー

を利用した坂上氏の梅雨中の小さな渦状エコーの追跡は

最近注目されている種類の降雨エコーだけに興味があっ

た．次いで力武，松本，二宮各氏の北陸の降雪時におけ

るメゾ解析について3題が報告され，他の大題目として

北海道（主として石狩平野）における降雪のメゾ解析につ

いて札幌気象台の斎藤，中岡，岡林，其他の各氏から，

北大理学部の孫野，其他の各氏の報告があった．かなり

進んでいる北陸の解析に比べてまだ各研究者の創意にた

よっている感じをうける北海道の雪の6題については活

濃な討論が行われた．その内容については当日午後のシ

ンポジウームでも討論されたので省略する．レーダー解

析とメゾ気象解析が同じ対象について統一・して討論され

ることは今後も盛んにすべぎである．しかし対象は同一

でもレーダー情報と，力学的解析の間には共通の言葉が

少い．また，このようなcase　studyの分野では特に一

つ一つの解析やその結果の報告が全く独立に行われる傾

向がある．これまでに他の研究者のやったこと，得た結

果など，を整理しながら進めて行かないと，何が新しい

のかどれが未解決なのか討論にならない場合が出来てく

19δ6年11月，
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る．最近レーダ｝を利用したcase　studyが盛んになっ

たがそれらの膨大なエネルギーが系統的に積み重ねられ

るようになって行くことを期待したい．（藤原美幸）

〔放 射〕

　今回放射部門に提出された報告は9篇で，幾分時間の

制限を受けた感はあったが有益な討論が活澱に行われ盛

会であった．以下，講演の順序に従って要約する．

　佐藤隆夫r第三次散乱に於ける偏光角理論（V）」お

よび「上空における散乱定（皿）」は何れも従来の研究

の連続であるが，前者にづいては特定の場合のみでは無

意味であるとの指摘があり，後者は，波長の区分法に改

良が加えられたものとして報告されたのであるが，何れ

の研究も実測結果あるいは他の方法との比較検討が望ま

れるところであろう．村井潔三「直射光および太陽周辺

光の波長別測定について」は，紫外および可視域の波長

域についての直射光および周辺光の分光測光を行い，エ

ア・ゾルによる消散係数の波長分布と周辺光の角度分布

とからエア・ゾルの粒径分布を推定し，半径1μ前後の

粒子の寄与が著しい事を示したのであるが，結論につい

ては波長域を拡げ，測定数を増して，さらに検討する事

が必要である．この問題では少くとも近赤外域の測定が

不可欠である点は重要である．鈴木　正，関原　彊「日

射と日照の相関関係について」は，日照計による簡単な

測定によって日照を求める事を目的としたもので，応用

面で意義のあるものであるが，実用に供し得る単純明快

な関係式を決定する為には幾つかの問題が残されている

関原，嘉納，村井，小川，鈴木および藤本「直達日射観

測における周辺光の影響について」は，日射観測におけ

る重要な問題の一つであるが，未だ測定例は少く結論に

達していない．この種の研究を基にして日射計の改良が

為されねばならない事が討論の中で強調された．山本義

一
，
田中正之rエア・ゾルの量及び粒径分布を決定する

光学的方法」は，大気の消散係数の測定から粒径分布

を決定する際の数学的困難を解決する試みであるが，

Phillips－Twomeyの方法を基にして実例について検討を

行った．この結果から，エア・ゾルの屈折率の間題が重

要な問題であることが論ぜられた．山本義一，田中正之

および荒生公雄rAerosol　Climatology（皿）」は，現在

得られる日射観測の値を基にして大気のturbidityの分

布を求め，今回は日本およびソ連地区のturbidity　map

が紹介された．日射量の測定は比較的簡単であるから，

これをもっと密に行って詳細な分布図が作られることが
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望ましい．山本義一，田中正之「人工衛星による水蒸気

分布の測定（皿）」は，水蒸気の垂直分布を求める問題

であるが，大気の上層から下層までの広範囲の分布を求

める時に生ずる困難な問題の解決に対する研究である．

人工衛星による910ba1な測定は現在世界的最大の問題

であり，これに対してsuggestすべき多くの問題が残

されている．堀内剛二「熱圏におけるNO，NO＋分布」

は，超高層大気における組成物質の生成消減について論

じたものであるが，今回はD層生成に重要なNOと熱

圏下層の主要素であるNO＋についての計算結果が示さ

れた．

　夫々の講演に対する討論は非常に活濃であり，内容の

充実した議論が為され，今後の問題点が明瞭に示された

ようである．（村井潔三）

〔乱 流〕

　境界層と乱流の国際シンポジウムが京都で開かれた直

後であったためか，今学会での乱流関係の発表はいつも

の半数にも及ばず，しかも参会者のうち乱流専門の研究

者は発表する人の他には二，三を数えるのみという稀に

見’るさびしい会であったが，それにも拘らず質疑討論は

活濃に行われ，短時間ではあったが充実した会であっ

た．

　まず水間，岩本，佐野は起伏した地面の上での大気拡

散の実験のためにMnを含むトレーサーを用い，実験方

法と実測例とを報告した．実験の方法は一応成功してい

るように思われるが，実際にそれによって観測を行う場

合には例えばsource　intensityの決定などについて更

に慎重な検討が望まれる．

　島貫は地表面粗度の変化に伴う風速垂直分布の変化を

数値的に求めた．基礎となる運動方程式においては，

Reynolds　stress各成分の大きさを吟味した上で，τ、、

のみを考慮に入れている．実測値との一致は既存の理論

的結果と同程度の由，この興味ある問題について理論の

検証に使えるような観測がまたれる．山本・島貫・安田

は65年秋の大会に発表した理論に修正した温度分布を与

え，実測との一致を改善した結果を示した．拡散係数に

は安定度を考慮した混合距離理論が活用されているが，

Flux一定の見地からすると温度分布に尚問題がある旨

のcommentがあった．三宅・光田・花房は平均風方

向の乱れが超音波風速計のsound　pathの長さにより

異って観測された記録を示した．自己相関も著しく異な

っているので今後の検討が期待される．彼等は叉超音波
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風速温度計の測定値から渦相関法によって得られた値は

顕熱潜熱を合せた熱エネルギー輸送に近いことも示して

いる．　（島貫隆・水間満郎）

〔大気電気〕

　大気電気関係は電波伝播の問題も含め，次の9つの研

究発表が行われた．

　大気下層の電波伝播に関するもの　　　　　　　1

　撃留気球の索電流に関するもの　　　　　　　　1

　放射性イオンに関するもの　　　　　　　　　2

　大気中のイオン平衡に関するもの　　　　　　　2

　帯電についての室内実験　　　　　　　　　　　3

　全般的に見ると，従来系統的な研究がすすめられて来

たイオン関係，帯電実験関係の発表に見るべきものが多

く，これをめぐっての質疑討論が活濃であった．

　中谷茂はr放射性エア・ゾルの高移動度範囲の分布に

ついて」において，小イオン範囲の放射性イオンの移動

度を測定し，そのスペクトラム分布を発表している．今

後測定精度を一層向上すべき問題は残っているが，放射

性イオンも，三崎・金沢が明らかにした小イオン移動度

スペクトラムの恒常的な極大と同じ位置に極大をもつこ

とを明らかにした点は興味深く，且つ放射性イオンの性

質を論ずる上に重要な結果である．

　中谷茂のr自然放射体の放射能平衡比の直接測定」

は，同時及び反同時計数回路を応用し自然放射体濃度を

α，β各成分同時に計測する装置を製作した結果を報

じ，望月定・関川俊男・大木利政「Radloactive　Icnの

mcbility　spectrumの測定（1）」は放射性イオンの移

動度スペクトラムを帯電の正負にわけ，且つ同時に記録

する方式を案出している．いづれも測定方法に新しいア

イディアを導入した点で，今後の発展が期待される．

　関川俊男・藤原紘・長谷川稔・大木利政の「大気の帯

電平衡について（1）」は大気の帯電平衡を，自然大気

の帯電率Z－No／Z（ここにZは全核数，Noは無帯電

核数）と平衡時の大気の帯電率の比によって論じようと

したものである．大気を人工的に平衡状態にする方法に

ついて色々問題点が含まれているが，サブミク・ン以上

の大きさのエー・ゾルの濃度の高い大気ではたしかに非

平衡状態を量的にあらわす必要があり，この点で重要な

問題にとりくんだ研究と言うべきであろう．，

　金光正郎・孫野長治のr液体の気泡の電気的性質につ

いて」は気泡破裂によって液体が帯電することを量的に

示した点で着目に価する．ただその帯電の機構を気泡の

、天気”13．11．
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破裂表面での温度傾斜にむすびつける為には，今後発生

する気泡の大ぎさ・数と帯電量に○いて一層の量的な実

験を追求することが必要と思われる．志尾弥・孫野長治

「氷の摩擦電気の研究（其の四）」の実験では，多結晶

の氷棒を単結晶の氷棒と摩擦すると温度差に関係なく，

多結晶の方が正に，単結晶の方が負に帯電する結果を明

甜に示した．r氷の融解の際の電気発生におよぼす気泡

の役割について（皿）」の著者，菊地勝弘は，気泡の破裂

による氷の帯電の間題を一貫して追求し，気泡破裂によ

って飛び散る微小水滴が負の電荷をもつことを実測する

ことに成功している．今回はこの実験を液体に適用し，

この場合も微小水液の電荷は負が卓越していることを明

らかにした．氷の場合との関連，他の研究者の結果との

関係等について更に研究を発展させることが望まれる．

　　　　　　　　　　　　　　　　（北川信・一郎）

〔放射能・大気汚染・気象衛星〕

　第3日の午前第1会場ては，まず気象化学に関する研

究が四つ発表された．そのうちの二つは，三宅・金沢に

，よる「大気オゾンと放射性フォールアウトの季節変動に

ついて」と，三宅・猿橋・葛城・金沢による「中共の放

射性フォールアウトの対流圏循環」というように，放射

・性フォールアウトの大気循環tracerとしての解析に関

するものである．後者の研究については，放射性ちりの

輸送を示す日本を通る流跡線が地球を一周して再び日本

を通過するという図の表示について若干の疑問が提出さ

．れた．しかし，放射性ちりの大気中での分布・移動に関

して，成層圏と対流圏との交換，大気循環tracerとし

ての役割について，気象学的解析が十分におこなわれる

ことは，世界人類の健康管理という面からも非常に重要

なことである．他の二つの気象化学の研究は，三宅・田

辺の「大気中のCO2の微量拡散法による測定」と川村・

．桜井の「須田貝における大気オゾン，二酸化窒素および

アンモニアの観測」である．後者の研究は，大気と土壌

との間のNH3交換についてものであるが，，積雪期であ

、れば，積雪中における測定も必要と思われる．

　原田はr長時間持続した濃煙霧のメソ気象解析」にお

・いて，大気汚染に関連して，地形の影響を考えに入れた

メソ気象解析を示した．土屋・藤田・渡辺の「APTと

．AVCS写真の比較および西日本のメソ解析」と，土屋・

保科のrAPT写真にあらわれた豪雨時の雲分布の解析」

・はいずれも，APTの写真資料を基にしたメソ気象解析

結果である．気象衛星資料もレーダー資料と同じく，解

、1966年11月
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析上の有力な武器となるものであるが，それをもって，

すべて説明しつくすことはできない。後者の発表につい

て，それに関連すると思われる討論が提出された．

　二宮のrTIROS資料による冬期日本海上における積

雲発生の解析（2）」は，TIROS　IVのchanne12とcha－

nnel3を用いての日本海上の積雲発生についての解析

で，雲の発生分布がこれらの資料から量的に表示される

ことを示したもので，きわめて興味深い．葛西・孫野の

r雪雲のTIROS写真と地上観測写真との比較解析」

は，冬の季節風時における北海道石狩平野についておこ

なった解析で，日本海上の雲の構成の二つの型を陸上に

おける24時間降水量分布とともに示した・最後は，松

本・二宮の「大型Jet機による日本海の雪雲の観測」

で，これは北陸豪雪特別観測を基にした一連り研究の一

部をなすもので，ここにおいても見事な解析結果が示さ

れた．　　　　　　　　　　　　　　　　　（石原健二）

〔測器・応用気象・力学〕

　横田良夫，田端　功，常岡伸儲「Dewce1の潮風によ

る影響について」は海岸及び船舶上での実地試験の報告

で実用上貴重なものと思うが，今後海洋観測船でも使用

されるのであれば，強風，低温などもっと広範囲な条件

のもとでのデータが欲しいものである．

　大田正次，小林寿太郎，北原福二，内藤晴夫「低層ゾ

ンデについて」は都市気象，電波気象などの分野で，極

めて利用価値の高い測器になることが期待される．繋留

気球による観測の場合を考慮して有線方式の測器の開発

を進めて欲しいものである．

　根本　修，神山恵三r鉄薄膜を用いた大気腐蝕環境の

測定について」は前回につづいての第二報である．短時

間の曝露にも極めてse血sitiveであることから腐蝕環境

の指標としての利用価値は極めて高いのであるが，一方

腐蝕の進行は相当複雑な因子の影響を受けると思われる

ので蒸着膜の性質と，その腐蝕機構について，更に研究

の進展が望まれる．

　災害関係では奥田穣r佐賀県の水害と雨との関係に

ついて」石原健二「都市防災計画のための気象条件設定

に関する研究」の2編の発表があった．奥田の発表は，

九州全体と佐賀県の対比から災害の地域性を図に示し

た．筆者はこの方面の研究に対して批判を加える資格を

持たないが，感想として災害学乃至はその気象現象との

関係についてはもっとcasestudyがしっかり成されな

ければならないと思うだが如何であろうか．石原の発表

詩
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の方は設定されたモデルの精度，実現性についての検討

がどの程度成されるかが研究の価値をきめるキーポイン

トとなるであろう．

　須田滝雄「上層風の一日周期回転について」同「上層

気圧の日および半日変化について」は何れも以前より一

貫して研究されて来た上層の気圧平均値に及ぼす太陽放

射の影響についての統計的解析である．長期気象変化の

研究における最も基本的な問題であるだけに，更に豊富

な資料による解析及びその物理機構に関するつっこんだ

研究が期待される．

　大西外史「地表風の研究」は一様な粗さから急に異る

粗さの地表に向って風が吹く場合の二次元定常流の問題

をあつかったものである．乱流理論の力学への応用とし

て興味のあるものであるが実用上は非定常の場も問題に

なるのではないかという事が議論されていた．

　葛西俊之「冬期季節風時における列状雲に対する地形

の影響について」は示されたソレノイド場の出来方と，

それによるペリオデイックな対流現象の発生理論につい

て未だ疑問の点が多い．更に現象そのものを追及する必

要がある．

　竹内政夫，孫野長治「渦状雲の研究」はその皿となっ

ているので或は今迄に論じられているのかも知れない

が，相似則に関する考慮は十分払われているのであろう

か．そのような考察が十分でないと今後の進展は困難で

あろう．

　筆者はここ数年気象学とは幾分離れた場に居るので評

言は或はまとを外れているかも知れない．そのような点

があれば講演者に深くおわびする．　（井上力太）

あ　と　が　き

　今回の大会は研究発表題数が多く，時間的に窮屈な部

会が多ふった、しかし，会場の運営にあたられた北海道

支部の英断で研究発表の間をコーヒーブレークを置き討

論時間の不足を補うなどの配慮がされた．ここで大会の

運営にお骨折をいただいた会員に厚く御礼を申し上げた

い、　　　　　　　　　　　　　　　（講演企画委員会）

（表紙3より続く）

手だが大気物理研究所との関係は相互に影響し合うもの

で矛盾しないと思っている．GARPを本格的に推進す

るためには大気物理研究所のようなものがセソターにな

ることが望ましい．W・W・W・の方は永久的に行われる

ものであるが，それに関連した気象学の研究が更に進め

られなければならず相矛盾するもゐではない．ふやした

くないという意見もあり，むつかしい問題があるので皆

様方の御支媛をいただきたい．

神山恵三：学術会議には沢山の研究所設立の勧告が出て

いる．来年あたりからたまっている勧告の事後処理を促

進しようという空気になっている．結局熱心なところか

ら作るということになろうから大気物理研究所について

も一生懸命になる必要がある．二っが一緒に出るとどち

らが先かといわれるおそれもあるがGARPと両方が競

るという構えが必要．この二つを設立させるには気象学

会の援助が必要．今年10月末の学術会議には間に合わな

いが今日ここで決議した事を第4部長あたりに通告して

来年提案されるように希望する．

北岡竜海：大気物理研究所とGARPとの両方やること

を推してよいだろう．と考える．

柳井迫雄：大気物理研究所とGARPの関係は車の両輪

のようなもの．気象学は地球物理の他の分野に比較して

アッピールするところが少い．例えばIGYのとき，気

象庁では観測を沢山やったが，大学の研究者の方は余り

やらなかった．GARPを是非強力に推し進める必要が

ある．この提案には全面的に賛成である．

荒川秀俊：気象庁の人間として公式な意見を述べるわけ

ではないが，1972年からはW・W・W・が大事な役割りを

果たすと思われる．W・W・W・は世界の気象機関が連合

し，熱帯地域を中心とした世界気象観測を実施しようと

いう訳であるが，学者の方でIUGGでGARPをやろ
うとしてくれているのだから渡りに舟という訳であり我

々気象事業者としては非常に有難いことである．

　他の項目をつけ加えてくれという意見もあったが，国

際的に決った5つの議題項目の以外に附け加えることは

早急にはむつかしいだろう．5つだけでも連合で応援し

てやろうといって下さるのは有難い．皆さんに決議して

いただきたい．

議長：発言はすべて積極的にやれと云うようである．決

議をしていただきたい．

　（挙手により賛否をとったところ104名全員挙手）

　全員賛成である．よってGARP計画の推進を日本学
術会議に申し入れる件につ㌧・ては本総会において決議さ

れたものとする．

山本義一：全員一致で賛成していただき，国内の委員長一

として厚く御礼申し上げる．気象学会の理事会の方でも

に関して学会内部にGARP委員会を設け’ることにっい

て検討しておられるようだが是非そのようにお願いした

い．

議長：これで臨総時会を終る．　　　　　　　　以上

　　　　臨時総会議長　神原　　健

　　　　出席者代表　　天野　一郎

　　　　　同　　　　　小野寺晶夫
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